
2015年

技術的なご相談はこちらへ！⇨ mail question@mokutaikyo.com ☎03・6261・2040（木耐協事務局）

Mokutaikyo Monthly Report September 2015 0607 Mokutaikyo Monthly Report September 2015

安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！
福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘

9月号

第201回

　

記
録
的
な
災
害
を
残
し
た
大
型
台
風
が
過
ぎ

去
り
、ま
た
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
た
。こ
れ
が
皆
さ

ん
に
届
く
に
は
頃
甲
子
園
の
旋
風
も
過
ぎ
去
り
、

初
秋
の
風
が
吹
き
始
め
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。台

風
被
害
に
始
ま
り
同
じ
被
害
で
締
め
く
く
る
よ
う

な
こ
と
の
無
い
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。こ
の
夏

は
暑
す
ぎ
る
自
転
車
の
代
わ
り
に
、涼
風
を
求
め

て
近
場
の
日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ
で
の
足
腰
の
リ
ハ

ビ
リ
と
し
よ
う
か
な
。

　

さ
あ
、今
月
も
こ
の
回
答
集
を
め
ぐ
り
、内
容
・

趣
旨
を
確
認
し
日
々
の
実
務
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
文
章
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら

直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
注
：
紙
面
の
都
合
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
か
ら
、趣

旨
を
外
さ
な
い
程
度
に
表
現
を
変
え
て
い
ま
す
。〉

「
2
0
1
2
年
改
訂
版 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の
質
問
・回
答
集
の
確
認

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法

 【
柱
接
合
部
の

低
減
係
数
】

に
つ
い
て
の
考
察

考 察

考 察

増築があった場合、接合部等に何らかの低減がでる
可能性はありますか？ 主に起こりそうな低減要素は何でしょうか？

で、成功しているリフォーム会社は が違う！
今号のテーマ

（指針編P32）
表3.3柱接合部による耐力低減Kjの
選択について、2階建ての1階側端部部分が
平屋建とみなせる場合、Kjは2階建ての1階ではなくて
平屋建てに対する係数を選択するべきでしょうか？

耐震診断法は増改築された住宅を想定していないため、原則として「適用範
囲外」と考えられます。あえて耐震診断を行う場合には、既存部―増築部の
接合部分が一体化されていると判断される場合には一体の建物として診断
できますが、一体としての評価が困難な場合にはそれぞれ別個の建物として
診断するなど、危険側とならない範囲で診断者が低減要素を実況に応じて
適切に判断する必要があります。

自社のホームページやポータルサイトの集客に欠かせない、リフォームの事例写真。
本コーナーでは全6回にわたり、インターネット集客で成功している企業のコツをご紹介していきます。

その第一弾として、写真の重要性を説くコンテンツをご用意しましたので、ぜひ日々の業務にご活用ください。

［写真 A］ ［写真 B］ 露出補正ボタンの一例

明らかに上階からの押さえつけ効果のない下屋の部分については、平屋建
てに対する係数を選択してください。

Q81

Q82

http://www.kenchiku-bosai.
or.jp/seismic/wquest.html

　この場合の回答は最近の診断法を
ベースにしたものだと思われます。初
期の診断法には「接合部低減」なるも
のが無かったからです。それはともか
くとして当初から、建物履歴として
「増改築や被災等」を考慮はしていた
筈です。でもそれが即評点に反映す
る訳ではなかったので、上記のような
回答になったのかも…。
　いずれにしても「一体」・「別個」扱

　リフォームを検討しているユーザーの多くは、
工事の検討段階を問わず、『参考になる事例はな
いか』『イメージを具体化できる事例はないか』な
ど、さまざまな期待感を持ってホームページなど
の会社情報に訪れます。
- - -
　その際に、掲載している写真が良くない場合は、
＊ ホームページからすぐに離脱されてしまう
＊ ポータルサイトで比較された際に
　 競合他社に負けてしまう
などが起こりやすくなってしまいます。
　そんな事態を避けるためには、まず自社の写真
に対する実情を把握した上で、本コーナーで紹介
していくコツをご活用ください。

　Aの写真とBの写真は、設定を変えて撮影した、同じ写真です。
- - -
　Aの写真は、「オート」の設定で撮影をしています。オートで撮影
をすると基本的にはブレにくいため、「撮影時に合わせた明るさで
取ってくれる」、という機能ではあります。
　ただし、オート設定で室内の撮影をすると、明るいところに明
るさを合わせて写真を撮影してしまいます。そうなると、全体的
に明るい窓の外側が一番明るく、室内の部分が暗く写りがちに
なります。
- - -
　Bの写真は、「露出補正」という機能を使って明るさを調整した
方法で撮影しています。 この、露出補正が、本コーナーで一番に
覚えておいていただきたいコツになります。
- - -
　A・Bの写真のように、まったく同じ条件、同じアングルでも、違
う写真を撮影することができます。

この問題はなかなか悩ましいところ
です。この回答は誠に明快ですので
異論があるわけではないのですが、
「明らかな上階からの押さえつけ効果
の有無」を判断するのは現調に携わ

いについては診断者の判断に委ねら
れるのは当然のことでしょう。例え現
況から別個扱いで診断しても、接合
部改善を施すことを前提して「改修
後は一体」として扱う等は診断者の
判断です。この時上部のみの一体性
だけでなく、基礎も含めた全体での
判断も求められると思いますのでご
注意願います。

る皆さんです。各階の平面・立面も考
慮の上検討してください。基本的に
は危険側にしない為に、平屋建てに
対する係数を選択するのが無難でし
ょう。

３階建ての３階
【①の表】

３階建ての２階
【②の表】

２階建ての２階
【①の表】

３階建ての１階（２階建ての１階）【②の表】

平屋建て
【③の表】

※お問合せの際は「木耐協マンスリーレポートを見た」とお伝えください。

担当 市毛・高瀬 ☎0120-934-485 問合せ受付時間：平日10：00-19：00
株式会社ネクスト HOME'S事業本部 リフォームユニット

HP http://www.homes.co.jp/reform/

本コーナーに関するお問合せはこちら


